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み重ねている 全 国 9地域 の試み
を紹介している。多彩 な実践例
から、田舎の可 能 性を感じ取る
ことカすできる。

所や、若者を臨撲研 修で受け入
れ て独立させる農家のグループ
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。「幸福な田舎のっくりかた」
(金丸弘美著、学芸出版社、1800

円税別 ) 地元の物 を売 るため
自動 販売機を置かない産地直売
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